
  　 　 　 　 　 　 　 　       

1　事業の概要

①　成果目標

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事
業をどのよ
うにしてい
きたいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　■ 事業を見直して実施　　　　　□ 事業を現行どおり実施

・平成２６年度は、文献の収集や先行研究のレビュー関係者からのヒアリングなどを行い、県下各地域でのこれまでの活動・取組を調査
する研究を進めていく。
・本研究で得られた知見を活用して、今後、地域での健康づくり施策を進めていく。また、健康寿命等の指標をもとに、健康づくりのＰＤＣ
Ａサイクルを進めていく。

目標に対
する成果
の状況

・健康長寿の要因分析については、研究チームを立ち上げ検討を行い、中間報告書を作成し公表した。
・健康長寿指標算出プログラムについては、健康寿命等を算出することができるプログラムを作成した。なお、人口が少ない小規模市町
村のデータが非常に不安定であることが判明したため、市町村へのプログラム配布は見送った。

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 14,518 20,491

4,955 4,955

なし
実地調査による報告
書の作成・公表

概　算
人件費

0.60 0.60

9,563

0 0 0 0

15,536

0

9,563

未達成0 77市町村
0

(未配付)
指標算出プログラム
の配布市町村数

作成・公
表

合計（A) 0 0 9,563 15,536
なし

作成・
公表

作成・
公表

達成
補正予算 要因分析報告書の作

成・公表

合計 9,563 9,563 15,536

Ｈ２５ H26
目標

H24末
（実績） 目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

項目

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度 25年度 26年度

予
算
額

前年度繰越

当初予算 9,563 15,536

Aの
財源

委託

・長野県の健康長寿の要因を分析した中間報告書を
作成
・健康寿命等が算出可能な健康長寿指標算出プログ
ラムを作成
（委託先：一般財団法人長野経済研究所）

9,563 9,563 15,536
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25事業実績
H25

成果目標・
事業内容

○健康長寿の要因分析に係る報告書を作成⇒県内の関係団体等へ公表
○健康長寿指標算出プログラムの開発
○県内市町村に対し算出プログラム操作マニュアルの配布及び算出プログラム活用に向けた研修会の開催
（参考）
　平成26年度以降は健康長寿指標算出プログラムを活用し、県内市町村による効果的な健康長寿施策への取組を促進する。

H26

（当初） （決算） （当初）

健康長寿プロジェクト・研究事業

～ 26

県が関与
する理由

目指す姿 本県の健康長寿の要因を明らかにするとともに、健康長寿指標算出プログラムを開発することにより、県内全域で取り組む健康づくり施
策のＰＤＣＡサイクルを確立し、健康長寿県の地位を確立する。

現状
健康長寿指標が低下しつつあり、健康長寿№１の地位が危うい状況にある。
○平均寿命　女性：全国第３位（H12）⇒全国第５位（H17）へ（男性：全国第１位（H12）⇒全国第１位（H17））
○一人当たり老人医療費　全国最低額（H17）⇒全国第４位（H22）へ

県関与の必要性あり

県民との協働による実施： 検討中

【左記の説明、根拠法令等】

健康づくりは県民全体で取り組むべき課題であり、県が積極的に働きかけることにより県民運動
に発展させる必要がある。

事業番号 05 01 03 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 健康長寿プロジェクト・研究事業 担
当
課

部局 健康福祉部

課・室 健康福祉政策課

総合５か
年計画

プロジェクト  4-1-6　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
６－１　健康で長生きできる地域づくり

実施期間 Ｈ25
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